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○企業別タクソノミ作成ガイドライン 一部改正新旧対照表 

新 旧 
表紙 

表 12-1 追加要素一覧 

（省略） 

※1 貸借対照表及び株主資本等変動計算書の期首期末残高部分に使用します。期首・期末ラベル（期首ラベル：当期首残高、

期末ラベル：当期末残高）を追加設定します。 

※2 合計ラベルを追加設定します。（ラベルの内容は、標準ラベルと同一です。） 

注意1：貸借区分(balance属性)について 

株主資本等変動計算書等のうち、貸借対照表の純資産の部の要素を使用するもの以外の要素は、貸借の区分が特定できない

ため、貸借区分(balance属性)を設定しないものとします。 

注意2：当期末残高と当期首残高について 

株主資本等変動計算書等の項目のうち「当期末残高」及び「当期首残高」は、貸借対照表で定義した純資産の部の要素を用

いて表現します。その際には、「当期末残高」及び「当期首残高」は、1つの要素になることに留意してください。詳細は「6-1-4

期首又は期末を表す勘定科目」 を参照してください。 

また、この要素を表示リンクに設定する場合、当期末残高と当期首残高に該当するそれぞれの箇所に要素を設定し、

preferredLabel属性に、それぞれのラベルロールを設定します。 

表 12-2 追加要素と株主資本等変動計算書等の対応関係 

 株主資本 ・・・ 純資産

合計 資本

金 

資本剰余金 利益剰余金 自己

株式

株主

資本

合計

・・ ・・ 利益準

備金 

その他利益剰余金 利益剰余

金合計 Ａ積立金

②

繰越利益

剰余金 

当期首残高 ①

当期変動額     ③

Ａ積立金の積立     ⑤ ⑦ ⑨

Ａ積立金の崩     ⑥ ⑧ ⑩

当期変動額合計     ④

当期末残高     ①
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表 12-1 追加要素一覧 

（省略） 

※1 貸借対照表、及び株主資本等変動計算書の期首期末残高部分に使用します。期首・期末ラベル（期首ラベル：前期末残高、

期末ラベル：当期末残高）を追加設定します。 

※2 合計ラベルを追加設定します。（ラベルの内容は、標準ラベルと同一です。） 

注意1：貸借区分(balance属性)について 

株主資本等変動計算書等のうち、貸借対照表の純資産の部の要素を使用するもの以外の要素は、貸借の区分が特定できない

ため、貸借区分(balance属性)を設定しないものとします。 

注意2：当期末残高と前期末残高について 

株主資本等変動計算書等の項目のうち「当期末残高」と「前期末残高」は、貸借対照表で定義した純資産の部の要素を用い

て表現します。その際には、「当期末残高」と「前期末残高」は、1つの要素になることに留意して下さい。詳細は「6-1-4期

首又は期末を表す勘定科目」 を参照して下さい。 

また、この要素を表示リンクに設定する場合、当期末残高と前期末残高に該当するそれぞれの箇所に要素を設定し、

preferredLabel属性に、それぞれのラベルロールを設定します。 
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②

繰越利益

剰余金 
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Ａ積立金の積立     ⑤ ⑦ ⑨

Ａ積立金の取崩     ⑥ ⑧ ⑩

当期変動額合計     ④

当期末残高     ①
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12-1-2 表示リンクの設定 

表12-3の矢印部分の表示リンクのツリーに、追加した要素を設定します。具体的な表示リンクのツリー構造は、表12-4を参

照してください。 

表 12-3 追加要素と表示リンクの対応関係 

 株主資本 ・・・ 純資産

合計 資本

金 

資本剰余金 利益剰余金 自己

株式

株主

資本

合計

・・ ・・ 利益準

備金 

その他利益剰余金 利益剰余

金合計 Ａ積立金

②

繰越利益

剰余金 

当期首残高 ①

当期変動額     ③

Ａ積立金の積立     ⑤ ⑦ ⑨

Ａ積立金の取崩     ⑥ ⑧ ⑩

当期変動額合計     ④

当期末残高     ①

12-1-2 表示リンクの設定 

表12-3の矢印部分の表示リンクのツリーに、追加した要素を設定します。具体的な表示リンクのツリー構造は表12-4を参照

してください。 

表 12-3 追加要素と表示リンクの対応関係 

 株主資本 ・・・ 純資産

合計 資本

金 

資本剰余金 利益剰余金 自己

株式

株主

資本

合計

・・ ・・ 利益準

備金 

その他利益剰余金 利益剰余

金合計 Ａ積立金

②

繰越利益

剰余金 

前期末残高 ①

当期変動額     ③

Ａ積立金の積立     ⑤ ⑦ ⑨

Ａ積立金の取崩     ⑥ ⑧ ⑩

当期変動額合計     ④

当期末残高     ①
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 表示リンクのツリー構造 

拡張リンクロール 

http://info.edinet-fsa.go.jp/jp/fr/gaap/role/NonConsolidatedStatementsOfChangesInNetAssets 

表 12-4 表示リンクのツリー構造 

No 表示リンク※1 preferredLabel※2 対応※3

1 その他利益剰余金   

2   Ａ積立金  ② 

3     当期首残高 periodStartLabel ①

4     当期変動額  ②

5       Ａ積立金の積立  ⑤ 

6       Ａ積立金の取崩  ⑥ 

7       当期変動額合計 totalLabel ③

8     当期末高 peiodEndLabel ①

9   繰越利益剰余金   

10     当期首残高 periodStartLabel  

11     当期変動額   

12       Ａ積立金の積立  ⑦ 

13       Ａ積立金の取崩  ⑧ 

14       当期変動額合計 totalLabel  

15     当期末残高 periodEndLabel  

16 利益剰余金合計   

17   当期首残高 periodStartLabel  

18   当期変動額   

19     Ａ積立金積立  ⑨ 

20     Ａ積立金の取崩  ⑩ 

21     当期変動額合計 totalLabel  

22   当期末残高 periodEndLabel  

 表示リンクのツリー構造 

拡張リンクロール 

http://info.edinet-fsa.go.jp/jp/fr/gaap/role/NonConsolidatedStatementsOfChangesInNetAssets 

表 12-4 表示リンクのツリー構造 

No 表示リンク※1 preferredLabel※2 対応※3

1 その他利益剰余金   

2   Ａ積立金  ②

3     前期末残高 periodStartLabel ④

4     当期変動額  ⑤

5       Ａ積立金の積立  ⑥

6       Ａ積立金の取崩  ⑦

7       当期変動額合計 totalLabel ⑧

8     当期末残高 periodEndLabel ③

9   繰越利益剰余金   

10     前期末残高 periodStartLabel  

11     当期変動額   

12       Ａ積立金の積立  ⑦ 

13       Ａ積立金の取崩  ⑨

14       当期変動額合計 totalLabel  

15     当期末残高 periodEndLabel  

16 利益剰余金合計   

17   前期末残高 periodStartLabel  

18   当期変動額   

19     Ａ積立金の積立  ⑩

20     Ａ積立金の取崩  ⑪

21     当期変動額合計 totalLabel  

22   当期末残高 periodEndLabel  
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12-1-3 計算リンクの設定 

株主資本等変動計算書等については、変動事由毎に純資産を構成する各勘定科目を横断した加減算関係と、純資産を構成す

る勘定科目毎に期中の変動を合計した加減算関係の2種類の加減算関係が、それぞれ別の拡張リンクロールで定義されていま

す。株主資本等変動計算書等において、要素を追加し、計算リンクを設定する際には、それぞれの拡張リンクロールに対して

設定します。 

なお、純資産を構成する勘定科目毎に期中の変動を合計した加減算関係については、純資産の「当期変動額」の要素(表12-5

の「Ａ積立金の積立」、「Ａ積立金の取崩」等）を「当期変動額合計」に対して計算リンクを設定します。その際の計算リン

クの加減算区分（weight属性）は、全て”1”と設定します。 

なお、「当期首残高」、「当期末残高」及び「当期変動額合計」は、期間・時点区分が異なるため、これらの間に計算リン

クを設定できないことに留意してください。 

表12-5の矢印部分の計算リンクのツリーに、追加した要素を設定します。具体的な計算リンクのツリー構造は、表12-6、表

12-7を参照してください。 

表 12-5 追加要素と計算リンクとの対応関係 

 株主資本 ・・・ 純資産

合計 資本

金 

資本剰余金 利益剰余金 自己

株式

株主

資本

合計

・・ ・・ 利益準

備金 

その他利益剰余金 利益剰余

金合計 Ａ積立金

②

繰越利益

剰余金 

当期首残高 ①

当期変動額     ③

Ａ積立金の積立     ⑤ ⑦ ⑨

Ａ積立金の取崩     ⑥ ⑧ ⑩

当期変動額合計     ④

当期末残高     ①

12-1-4 定義リンクの設定 

表12-8の矢印部分の定義リンクのツリーに、追加した要素を設定します。具体的な定義リンクのツリー構造は、表12-9を参

照してください。 

表 12-8 追加要素と定義リンクとの対応関係 

 株主資本 ・・・ 純資産

合計 資本

金 

資本剰余金 利益剰余金 自己

株式

株主

資本

合計

・・ ・・ 利益準

備金 

その他利益剰余金 利益剰余

金合計 Ａ積立金

②

繰越利益

剰余金 

当期首残高 ①

当期変動額     ③

Ａ積立金の積立     ⑤ ⑦ ⑨

Ａ積立金の取崩     ⑥ ⑧ ⑩

当期変動額合計     ④

当期末残高     ①

12-1-3 計算リンクの設定 

株主資本等変動計算書等については、変動事由毎に純資産を構成する各勘定科目を横断した加減算関係と、純資産を構成す

る勘定科目毎に期中の変動を合計した加減算関係の2種類の加減算関係が、それぞれ別の拡張リンクロールで定義されていま

す。株主資本等変動計算書等において、要素を追加し、計算リンクを設定する際には、それぞれの拡張リンクロールに対して

設定します。 

なお、純資産を構成する勘定科目毎に期中の変動を合計した加減算関係については、純資産の「当期変動額」の要素(表12-5

の「Ａ積立金の積立」、「Ａ積立金の取崩」等）を「当期変動額合計」に対して計算リンクを設定します。その際の計算リン

クの加減算区分（weight属性）は、すべて”1”と設定します。 

なお、「前期末残高」、「当期末残高」及び「当期変動額合計」は、期間・時点区分が異なるため、これらの間に計算リン

クを設定できないことに留意して下さい。 

表12-5の矢印部分の計算リンクのツリーに、追加した要素を設定します。具体的な計算リンクのツリー構造は表12-6、表12-7
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12-1-4 定義リンクの設定 

表12-8の矢印部分の定義リンクのツリーに、追加した要素を設定します。具体的な定義リンクのツリー構造は表12-9を参照

して下さい。 
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